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論 文 内 容 の 要 旨
M ixter of B arr (1934) が Schm orl (1929) 等により記載された椎間板ヘルニアと, 根性坐骨神経痛の




的な問題である椎間板- の造影剤 (Pyraceton, M oljodoI) 注入すなわち髄核造影術が椎間板におよぼす変
化を家兎を用いて組織学的および組織化学的に追求 した｡ 実験結果は次のようである｡





造が失なわれ, 暦原線維が露出してくる｡ 基質の多糖類, コンドロイチン硫酸も年令増加とともに減少す
る｡ この所見はヘルニア椎間板にもみられるが, 20才のヘ ルニア椎間板で既にゲル構造が失なわれ, 高年
令になるほど著明である｡ また, 発症より手術までの期間の長いもの, 特に 1年以上経過しているものは
強くゲル構造が失なわれ, コンドロイチン硫酸も少ない｡
石灰沈着は正常椎間板では40才以後によくみられる変化であるが, - ルニア椎間板では既に20才で12例ド









ンドロイチン硫酸が減少 しており, 一方腰原線維の走向に一致 して石灰沈着が起こるのがみられる｡ この
ことからコンドロイチン硫酸が石灰沈着機序に特に関連 しているものと考えられる｡
次に家兎実験では, 椎間板- の穿刺で多かれ少なかれ髄核の脱出をきたす｡ 脱出した髄核は術後 2 週目
より脊索細胞及び軟骨細胞の変性をきたし, 7 週 目で軟骨細胞合胞体を形成する｡ 残存 した髄核は術後 3
週より脊索細胞と軟骨細胞の変性をきたし, 10- 15週で合胞体形成傾向が見 られる｡ M oljodol注入では変
性が早い｡





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
各年令層の正常人の椎間板すなわち年令変化により老化変性を起こした椎間板 と, 椎間板ヘ ルニアの手
術に際 して採取 した変性椎間板組織とを組織化学的に研究 して両者の所見を比較検討 した結果, ヘルニア
椎間板の変化は年令的老化椎間板に見 られる退行変性と同様な変化が短期間に急速に現われたものと理解
してよいことを知った｡
次に家兎実験で椎間板に刺創, 切創を加えて人工的椎間板ヘルニアを作製 し, その組織変化を追究する
ことにより, 椎間板の退行変性発現の機序を考察 した｡
さらに動物の髄核内に造影剤 Pyraceton, M oljodol を注入 して軟骨組織に与える影響を観察 した結果,
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